
柳河版 
特別支援学校における 
ICT活用のための研修ガイド 

 

平成２９年２月 

福岡県立柳河特別支援学校 



はじめに 

  文部科学省は、平成２２年に「教育の情報化
に関する手引き」を作成し、学校における教育
の情報化について、一層の拡充が図られていま
す。これに伴い、福岡県教育委員会においては
教育の情報化を推進するために「ICT活用教育
研究チーム」を設置し、福岡県ICT活用教育研
究指定校における研究成果の普及・啓発が行わ
れています。 

  本校は、この研究指定校として、平成２６年
度から３年間、ICTを活用した授業の充実や職
員研修について研究を行ってきました。 

  本ガイドは、福岡県ICT活用教育研究事業に
おける重点課題Ⅳ「教員のICT活用指導力を身
に付けるための教員研修の在り方」に関する取
組をまとめたものです。特別支援学校をはじめ、
障害のある幼児児童生徒のICT活用に役立てば
幸いです。 
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このガイドについて 

  このガイドは、ICT活用教育研
究の中で教員研修について研究し
てきた成果をまとめたものです。
「理論編」と「実践編」から内容
を構成し、様々な学校で活用する
ことができるような資料に仕上げ
ています。 

  教員研修を実施するにあたり、
このガイドの必要な内容を切り取
り、各学校のニーズに合わせて御
活用いただけると考えております。 

理論編 実践編 
研修 
ガイド 
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理論編 



１教員研修の構成 

 ICT活用指導力 

教員研修の工夫 

幼児児童生徒一人一人の指導目標に応
じて効果的にＩＣＴを活用することの
できる力のこと。 教科・領域

等の指導力 

実態把握
の力 

自立活動
の指導力 



２研修ニーズの把握 

病気の進行へ 
の配慮 

見え方への配慮 

身体の動きへ 
の配慮 



３研修の構成 

研修の目的と研修形態 

研修のねらいによって研修形態を工夫しました。 
理論・技術・授業実践を必要に応じてバランスよく 
研修に取り入れることで、教員のICT活用指導力 
を高める研修を構成できると考えます。 
全体研修は理論的なことに限らず、技術的なことに 
関する情報提供も含むなど、相互補完的にそれぞれの 
研修を実施していくことが求められます。 



 ICT活用の意義を再確認する 

 授業づくりに必要な情報を得る 

・ICTを活用した指導 
・ICT活用と合理的配慮 
・情報モラル 

最先端の情報 
最新ICT機器の紹介 

 

エビデンス 
（根拠） 
データから結果を示す 
ことの重要性を確認 

自己研修につながる情報を提供をする。 
例）書籍及びwebサイトの紹介 



 授業での活用イメージをもつ 

 授業で活用する方法を学ぶ 

研修レシピ３ 

研修レシピ７ 

テーマを絞り、内容を焦点化して目的を明確にし
ましょう。教師自身が「できる」という実感を持
てるようにスモールステップ化した研修にします。 

授業構想型 

教材作成型 



授業づくり構想シートとは 

 ICTを活用する上で、活用の目的を
明確にする必要があります。 

 授業づくりの構想を順序立てて練る
ために活用するものです。 

授業で活用する方法を学ぶ 



授業づくり構想シート 



４研修計画 

 理論や技術の獲得と授業実践が交互に行われ
るような計画にする。 

 理論研修や機器活用の研修は、1学期から夏
休みに実施し、2学期以降は授業実践を十分
に行うことができるようにする。 

 3学期は活用事例の共有を行い、次年度につ
ながるようにする。 

ICT活用に関する教員研修計画 



教育情報化推進協議会 

「教員のICT活用指導力向上/ 

   研修テキスト増補改訂版」 

教員研修の参考資料 

ICT活用指導力の醸成に必要な項目等を参考
にしました。特別支援教育の観点や障害の特
性等に関する内容を取り入れ、研修を構成し
ています。 

http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf 

毎年実施している教育
の情報化アンケートの
内容に合わせて作成さ
れています。 
 
研修資料としてだけで
なく、ICT活用指導力の
評価にも活用すること
ができます。 

http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf
http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf
http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf
http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf
http://www2.japet.or.jp/ict-kenshu/ict-text.pdf


校内研修の構成と実施状況 
 

研修項目 実施 研修形態 実施した研修内容 

１ 「教育の情報化」と学習指導要領 

  １ 教育の情報化 ○ 全体 理）教育の情報化の流れと特別支援教育 

２ 学習指導要領とＩＣＴ活用 ○ 全体 理）ＩＣＴ活用の目的・学習指導要領の位置づけ 

２ 情報教育 

  １ 情報教育について ○ 全体 理）情報教育・ＩＣＴが拓く可能性 

２ 児童生徒の情報活用能力の育成とＩＣＴ活用 ○ テーマ 
理）ＩＣＴを活用してできること 

理）ＩＣＴの活用意義と支援の在り方 

３ 課題解決のための情報収集の指導 ― ―   

４ 情報のまとめ方の指導 ○ テーマ 技）動画編集・Word Excel の効率的な使い方 

５ プレゼンテーションの指導 ○ テーマ 技）PowerPoint の使い方 

６ ＩＣＴを活用した表現の指導 ○ テーマ 

技）音声・文字入力・周辺機器等を用いたタブレ

ットＰＣの使い方・ロイロノートの使い方 

スイッチの工夫 

７ コミュニケーションの指導 ○ テーマ 
技）ＡＡＣとＩＣＴ機器・タブレットＰＣを使っ

た支援・シンボルを用いたコミュニケーション 

８ 特別支援教育と情報教育 ○ 全体 
理）合理的配慮と学校教育 

理）ＩＣＴを活用することによる効果 

３ 教科指導におけるＩＣＴ活用 

  １ 興味・関心を高めるＩＣＴ活用授業 ○ テーマ 理）ＩＣＴを活用した効果的な学習支援 

２ 課題把握に役立つＩＣＴ活用授業 ○ テーマ 理）パソコン等を活用した評価の方法 

３ 思考や理解を深めるためのＩＣＴ活用授業 ○ テーマ 
技）ロイロノートの使い方 

技）デジタル教科書の活用方法 

４ 知識の定着を図るためのＩＣＴ活用授業 ○ テーマ 技）デジタル教科書・副教材の活用 

５ 知識の定着・技能の習熟での児童生徒による

活用 
― ―   

６ 特別支援教育におけるＩＣＴ活用授業 ○ 全体 
授）実践事例の紹介、授業づくりの考え方 

授）模擬授業、授業改善協議 

４ ＩＣＴを活用した指導力の向上 

  
１ ＩＣＴを活用した授業設計 ○ 

全体 

テーマ 

理）ＩＣＴを活用した授業づくり  

授）見え方や姿勢への配慮 

２ ＩＣＴを使った授業のための情報収集 ○ 全体 理）ＩＣＴの活用と合理的配慮 

３ 指導案の作成 ○ 個人 授）ＩＣＴを活用した事例のまとめ 

４ ＩＣＴを活用した教材作成の基礎 ○ テーマ 

技）iPad のアプリ体験（コミュニケーション、教

科、操作方法、教材の作り方） 

理）スイッチ体験（ＢＤアダプタ作成、教材展示） 

５ ＩＣＴを活用した教材作成 ○ テーマ 
理）スイッチ体験、ＡＴの活用による効果 

技）教材作成相談会・動画・音声編集 

６ ＩＣＴを活用した教材提示 ○ テーマ 理）ＩＣＴ機器展示会 

７ 授業で使うＩＣＴ機器 ○ 全体 授）授業で活用したＩＣＴ機器展示及び説明 

５ 情報モラル教育 

  １ 情報モラル教育の必要性 ○ ― 理）非行防止教室（児童生徒・保護者も参加） 

２ 情報モラルの指導内容の理解 ― ―   

３ 学校全体で取り組む情報モラル指導の要点 ○ ― 理）非行防止教室（児童生徒・保護者も参加） 

４ 道徳や各教科等における情報モラル ― ―   

５ これからの情報モラル教育指導に向けて ― ―   

６ 特別支援教育と情報モラル ― ―   

６ 校務の情報化 

  １ 校務の情報化とは ― ―   

２ 校務情報の整理と管理 ○ テーマ 技）Word Excel の使い方・効率的な操作方法 

３ 校務に関する情報の作成 ― ―   

４ 個別指導に活かす成績処理 ― ―   

５ 情報の共有とコミュニケーション ― ―   

６ 学校に関する情報の発信 ― ―   

７ 学校における情報化の推進体制 ― ―   



教員研修をやってみよう。 
準備をどうすればいいのだろう。 

実践編 



１研修レシピ 

 研修レシピとは 

 ICTを活用した研修を実施するために必
要な情報を集録した資料です。研修を実
施するための準備に役立つ情報を研修
テーマごとにまとめています。 

Point1 
研修のねらいを 
焦点化する。 

Point３ 
研修の評価は 
次の工夫に 
つながる。 

【研修レシピの様式】 【研修づくりのポイント】 



（１）情報収集 
 ・障害者差別解消法について 
 ・合理的配慮について 
 ・参考資料用のwebサイト一覧の作成 
（２）講義資料の準備 

１ 
• ICTの活用と合理的配慮 

研修のねらい 
 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
に関する基礎的知識を確認し、合理的配慮の観点から
ICT活用の意義について考える。 

全体 

感想・評価 
 ICT活用の視点からだけでなく、他の視点からも合理
的配慮を考える研修が必要だということが分かった。
（情報担当者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆社会的要請の面からICTの活用に内容を絞る。 
 障害者差別解消法⇒合理的配慮⇒ICTの活用 
☆研修後、自己研修に役立つ情報の提供をする。 
 ⇒内閣府 「合理的配慮サーチ」 
 ⇒国立特別支援教育総合研究所        
「インクルーシブ教育システム構築支援データベース」 

➀社会的要請と背景について説明。 
②合理的配慮に関する情報提供。 
③ICTの活用と合理的配慮に関する事例を紹介。 
      ⇒「センター試験での配慮事例」 
④ICT活用の意義と合理的配慮について述べる。 



（１）答申等の情報収集 
  ⇒「教育の情報化の手引き」 
   「学びのイノベーション事業」 
（２）説明の必要な言葉の抽出及び解説の作成 
  ⇒基本的な言葉から専門用語を網羅する。 
（３）プレゼンテーション作成 
  ⇒グラフや図を活用して分かりやすく伝える   
   工夫をする。 

２ 
• ICTを活用した指導について 

研修のねらい 
 学習指導要領におけるICT活用の位置づけや教育の情
報化に関する動向等に関する重要事項を共通理解する。 

全体 

感想・評価 
 学習指導要領におけるICT活用に関する事項や教育の
情報化推進の今日的話題を確認できた。（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆教育の情報化に関わる用語を解説する。 
☆学習指導要領の中のICTポイントを簡潔に示す。 
☆答申等を示し自己研修につながる情報を提供する。 

①講義形式で情報提供する。 
 ⇒プレゼンテーションを活用 
②情報収集に必要なwebサイトも紹介する。 



①各コーナーを自由に行き来して、 
 ICT機器を扱うように促す。 
②機器を操作しながら、授業での 
 活用イメージを膨らませるように 
 機器を紹介する。 
③アンケートを記入してもらう。 

（１）展示コーナー内容検討 
（２）研修の案内・周知 
（３）アンケート作成 
（４）機器操作方法の把握 
（５） ICT機器配置 

３ • ICT機器展示会 

研修のねらい 
 校内のICT機器を操作したり、デモンストレーション
を見たりして、授業におけるICT活用のイメージをもつ。 

全体 

感想・評価 
本校にあるICT機器がどんなものか、実際に触れて操作
することができ、授業で今後活用しようと思った。（参
加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆校内のあらゆるICT機器を展示する。 
☆機器の特徴に応じてコーナーで展示する。 
☆機器を自由に扱うことができるようにする。 
☆機器を説明する担当者をコーナーにおく。 

i
P
a
d 

プロジェクター 
Windows 
タブレット 

周
辺
機
器 

アンケート記入 



（１）講師との打合せ 
 ⇒本校での取組の伝達、講義内容の検討 
（２）研修環境設定 
 ⇒会場設営、必要物品の用意 
（３）アンケート、意見集約 

４ 
•ATの活用による自立と社会参加 

研修のねらい 
 AT（アシスティブテクノロジー）を活用した先行実践事
例やコミュニケーション支援に関する先進的な情報を得
て、ICT活用指導力を高める意義を意識する。 

全体 

感想・評価 
 ICTを活用する意義を学ぶことができた。（参加者）
外部の人材を活用して、普段の研修では伝えきれないこ
とを伝えることができた。（情報担当者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆本校での取組だけでなく、先行実践を知ること
でICTを活用する意欲を高めることができるように
する。 
☆外部からの人材を活用する。 

➀講話 
 テーマ：「ATの活用による自立と社会参加」 
②演習：「コミュニケーションについて考える」 



（１）コーナーの担当者割振り 
        ⇒授業で活用している教員を配置 
（２）アプリの整理 
  ⇒表示する画面ごとにアプリを分類 
（３）会場配置計画 
  ⇒複数で扱うように配置 
   椅子：iPad=3:1 
  ⇒各コーナーの状況も感じられる 
   ような配置 

５ • iPadアプリ体験 

研修のねらい 

 iPadの様々なアプリを実際に扱うことで、授業での

活用イメージをもつ。 

テーマ 

感想・評価 
 各コーナーを回って、受け持ちの対象児への必要性や
興味・関心に応じた。アプリや使い方について体験を交
えて学ぶことができた。（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆アプリ体験のコーナーを分ける。 
 ①講義 ②コミュニケーション ③教科 ④自由 
☆複数でiPadを操作して意見交換する。 

○各コーナーで担当者がアドバイスする。 
○複数で操作しながら情報を共有する。 
○授業での活用方法を具体的に説明する。 

講義 

教
科 

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン 

自由 



（１）設置するコーナー決定 
  ⇒体験型の内容 
  ⇒イメージを具体化 
（２）書籍コーナーの資料収集 
  ⇒重要事項に付箋をつける 
（３）BDアダプタの制作準備 
  ⇒材料・道具の準備 
   マニュアルの作成 

６ •スイッチ体験 

研修のねらい 
 幼児児童生徒の実態に応じてタブレットPCや玩具等
の教材の入力方法を工夫する視点をもつ。 

テーマ 

感想・評価 
 コーナーを作って体験型の研修を行うことで、授業づ
くりのイメージやATの活用の効果を実感できた。 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆授業で活用している教材を体験型で展示する。 
☆今後各自で教材作成に必要な知識や技術を獲得で
きるような情報を提供する。 

①各コーナーに担当者を配置する。 
②BDアダプタの制作や書籍コーナーで情報収集が  
 できるように、内容を説明する。 
③AT活用の実際を体験できる教材を設置する。 

書籍 

制
作 

水
鉄
砲 

ボウリング 



（１）研修協力依頼 
 ⇒活用している教員の把握  
 ⇒授業で活用した教材の提供 
（２）使用する機器の準備 
 ⇒複数のiPadでメディアを 
  やり取りできる機能を設定 
 ⇒操作に必要な素材（写真）   
  を準備 
 ⇒スタンドにiPadを固定 

７ 
•ロイロノートの便利な機能 

研修のねらい 
 プレゼンテーション作成アプリ『ロイロノート』の基本
的操作方法を理解し、実践事例から活用イメージをもつ。 

テーマ 

感想・評価 
 活用事例の紹介では、通信するiPadを目の前に設置
することで生徒の目線になって体験することができた。
実際操作しながら研修することで、意欲が高まった。 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆活用事例：授業で活用している教材を紹介する。 
☆操作方法：タブレットを操作しながら学ぶ。 

➀活用事例の紹介 
 「ワークシートをロイロノートで」 

②アプリ操作の体験 



（１）使用する端末の設置 
 ⇒タッチパネル式（Windows8.1）  

   PCとiPadを準備 
 ⇒アプリ等の起動状況確認 
（２）必要な配布資料作成 
 ⇒「ネットワークの活用方法」 
 ⇒「教科指導で使えるアプリ」 

８ 
•本校におけるICT環境 

研修のねらい 
 ネットワークやICTを活用した教材づくりに必要な知
識を身に付ける。 

テーマ 

感想・評価 
 iPadとアプリについてもっと知り、どれが子どもに
合うのか、見極めていかなければならないと思った。
（参加者アンケートより） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆パソコンとiPadの２つの端末を準備し、操作し  
 ながら研修することができるようにする。 
☆授業で活用できるアプリ等の情報を提供する。 

ネットワークを活用した教材の作 
り方等を実演しながら説明する。 
参加者が操作し、わからない点は 
研修補助の教員が説明する。 



（１）授業者の選定 
  ⇒日常的な活用に重点。 
（２）協議の柱を検討 
（３）協議メモ作成 

９ 
• ICTを活用した授業づくり 

研修のねらい 
 授業づくりとICTの活用の在り方について模擬授業を
通して考え、ICTの必要性について見極める眼を養う。 

テーマ 

感想・評価 
 模擬授業を通して、授業におけるICT活用の効果と課
題を見出すことができた。（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆ICTを活用した模擬授業を通して、ICTを活用し
た様々な授業に触れることができるようにする。 
☆ICT活用の必要性について協議を通して考える。 

 
 
➀模擬授業 
・日常生活の指導：朝の会 
 「keynoteを活用した司会進行」 
・生活単元学習： 
 AppleTVとパワーポイント作成教材、 
 video touchを活用した校外学習事前学習 
②ICT活用の必要性に関する協議 
「ICTを活用しない場合の授業展開を考えよう」 
「子どもの力を伸ばすICTの活用方法」 
 
 



 
（１）〇×クイズの教材の元データの作成 
 ⇒イラスト・音声等をフォルダに入れておく 
（２）パソコンの設置 
 ⇒１人１台とする。 
 ⇒データをデスクトップに貼る 
（３）研修補助の人員確保 
 ⇒研修内容の打合せ 
 
 

１０ 
• Power Pointで教材づくり 

研修のねらい 
 パワーポイントのハイパーリンク機能を理解し、教材
づくりに活用できる操作方法を習得する。 

テーマ 

感想・評価 
 iPadを使って色々なゲームに発展したり、生徒の立
場になって楽しく学べる要素を体験することができた。
（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆「〇×クイズ教材をつくる」というテーマを設定 
☆コピー・ペースト等の操作方法を伝える。操作時
間を短縮できる体験ができるようにする。 

教材を一緒に作っていく方法で進行。 
困ったときは研修補助の教員が指導。 
障害の特性等に応じた活用例を示し情報提供する。 



（１）編集に必要な素材の準備 
 ⇒面白い写真を集める 
 ⇒写真や音声をフォルダ内に集約し、それぞれ 
 のデスクトップに貼る 
（２）パソコンの設置 
 ⇒１人１台とする。 
  OSは合わせておく 
（３）研修補助の人員確保 
 ⇒研修内容の打合せ 

１１ •動画編集・音声編集 

研修のねらい 
 Windows及びiOSの端末を活用した動画編集・音声
編集の方法を知り、自分で教材を作成する。 

テーマ 

感想・評価 
 操作に困っても、すぐにサポートしてくれるので、安
心して研修することができた。（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆１人１台パソコンを操作できるようにする。 
☆研修参加者の意欲が高まるような写真等の素材に
する。 

素材の取り込み方、簡単に操作できる方法（オー
トムービー）等、始めに必要な情報を提供する。 
操作に慣れてきたところで応用操作を学ぶ。 



（１）講義資料作成（パワーポイント） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）研修教材作成⇒ 
（３）パソコンの設置⇒１人１台。研修補助 

１２ 
•Word Excelの使い方 

研修のねらい 
 WordExcelの基本的な使い方、便利な操作方法を身
に付け、教材作成を容易にする。 

テーマ 

感想・評価 
 WordやExcelに便利な機能があることがわかったの
で、自分で教材を作る時にも教えてほしい。（参加者） 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆講義と演習を組み合わせた実践的な研修 
☆気軽に質問できるように研修補助の人員を確保 
☆自己研修に活用できるように講義資料を保管 

講義と演習を組み合わせて実施。 
データ処理の演習を取り入れる。 
講義資料を自己研修に活用できる。 



（１）対象児童生徒の実態を把握する。 
 ⇒教科の系統性、自立活動の視点等 
（２）教科・領域等、単元の目標を設定する。 
（３）ICT活用のアイデアを考える。 
 ⇒もっとも効果的な活用方法を見出す。 
（４）ICT活用の方法を具体化する。 
（５）授業の流れにおける活用場面を想定する。 
（６）授業及びICT活用の評価の観点を挙げる。 

１３ 
• 授業づくり構想シートの活用 

研修のねらい 
 実際の授業づくりにで、順序を追ってICTの活用を考
えていくことで、ICT活用の目的を明確にする。 

個人 

感想・評価 
 「何のためにICTを活用するのか」を明確にすること
ができた。一人を対象とした様式のため、複数名を対象
にする場合は記入が難しい。改善が必要。 

工
夫 

準
備 

実
施 

☆指導目標を始めに考えることで、手段としての
ICT活用の位置づけを明確にする。 
☆いくつかの指導のアイデアの中から最も効果的
なICT機器の活用を検討できる。 

 
授業づくり構想シートに基づき、授業を実践する。 
評価の観点に基づき、授業及びICT活用の評価を行
う。評価や反省点等は、次時や次の単元に生かす。 

 



２研修資料 

 教科指導で活用できるアプリ 

 コミュニケーションアプリ 

 Windows8.1の基本操作 

 研修アンケート 

 特別支援教育とICT参考資料 

 合理的配慮とICT 



教科指導で活用できるアプリ 

iPad用 



※浦添市立教育研究所HPを参照に本校のアプリの情報を追加し再編した。 
http://www.urasoe.ed.jp/uraken/johlu4s11-293/ 



コミュニケーションアプリ 

 VOCA※として活用できる 
※Voice Output Communication Aid 

テンプレート型アプリ 

自作教材型アプリ 



Windows8.1基本操作 

 操作方法を資料として残すことでいつ
でも確認できる個人研修を促進する。    
⇒マニュアル化 



研修アンケート 

 質問項目 

 ① 回答者の実態 

 ② 研修後のICT活用 

 ③ ICTの活用の方法 

 ④ ICT支援員との協力体制 

 ⑤ 研修内容の妥当性 

 ⑥ 研修ニーズの把握 
 

 アンケート作成 

 情報教育部が作成・配布・回収し、
研修の改善やニーズの把握に活用。 

 

 工夫点 

 研修の評価について「満足度」の
観点で尺度を記入する様式にした。 





特別支援教育とICT 参考資料 

 ICTを活用した授業づくりの考え方に関する
情報提供に活用できる。 

文部科学省「教育の情報化に関する手引き」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou
/1259413.htm 
 
 
中央教育審議会「初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について（諮問）」（平成２６年１１月
２０日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/c
hukyo0/toushin/1353440.htm 
 
 
文部科学省「学びのイノベーション事業 実証研究報
告書」（平成２６年４月１１日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/s
hougai/030/toushin/1346504.htm 
 
 
「学力向上 ICT活用指導ハンドブック」 
（平成２０年７月３日）
http://www.cec.or.jp/cecre/monbu/19ict.html 
 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1353440.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1353440.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1353440.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
http://www.cec.or.jp/cecre/monbu/19ict.html
http://www.cec.or.jp/cecre/monbu/19ict.html


合理的配慮とICT 

 文部科学省 合理的配慮の例 

 
 

 内閣府 合理的配慮サーチ 

 
 

 国立特別支援教育総合研究所     
インクルーシブ教育システム構築支援
データベース 

 読み書き困難のICT活用（SYNODOS) 

http://synodos.jp/education/15664 

 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chu
kyo3/044/attach/1297377.htm 

鉛筆が苦手ならキーボードを使えばいい 

『紙の教科書やテストの問題を読めない「印刷
物障害」の子どもたちは、たとえ勉強にやる気
があっても、知的に高い水準であったとしても、
教育のメインストリームから疎外されやすい状
況にありました。しかし、パソコンで仕事をし
ている人が多い現在、それは「障害」といえる
のでしょうか。』 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suis
hin/jirei/index_kyouiku.html 

 

http://inclusive.nise.go.jp/ 

http://synodos.jp/education/15664
http://synodos.jp/education/15664
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/044/attach/1297377.htm
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/044/attach/1297377.htm
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/index_kyouiku.html
http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/index_kyouiku.html
http://inclusive.nise.go.jp/


３情報担当者の声 

☆計画☆ 
 
 
 
 
☆実施☆ 
 
 
 
 
  
☆アンケート☆ 
 
 
 

・研修の日時設定はできるだけ多くの人が参
加できる日時に調整すべきだった。 
・研修の案内は２段階で呼び掛けて参加を促
す必要があった。 

・講義形式だけでは、情報がうまく伝わらな
かった。自己研修に必要な情報は、レジュメ
等に示しておく必要があった。 
・技術に関する研修は、参加者のニーズと知
識の実態を事前にリサーチすることで、重点
を絞った研修ができる。 

・研修後、すぐに提出してもらえるような簡
単なアンケート用紙を準備しておく必要が
あった。 



おわりに 

 本校におけるICT活用指導力を高め
るための教員研修に関する一方途とし
て、この研修ガイドを作成しました。 

 教員研修を実施するにあたり、研修
形態を工夫することで、効果的な研修
を実施することができることが研究成
果から明らかとなりました。 

 研修を通して高まったICT活用指導
力を日々の指導に生かし、よりよい授
業を行っていけることと思います。 

 本研修ガイドが他校でのICT活用教
育推進の一助となれば幸いです。 

  

平成２９年２月 

福岡県立柳河特別支援学校 

情報教育部 


